
〈宮
城
〉
お
目
、
仙
台
市
青

葉
区
の
仙
台
勝
山
館
で
聞
か
れ

、
た
仙
台
「
正
論
」
懇
話
会
の
第

一
幻
回
講
演
会
。
講
師
に
招
か
れ

d

た
経
済
学
者
の
拓
殖
大
学
学
事

顧
問
・
前
総
長
の
渡
辺
利
夫
氏

の
解
説
に
、
約
別
人
の
来
場
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

講
演
後
、
来
場
者
か
ら
「
村

山
談
話
や
河
野
談
話
の
踏
襲
を

や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
渡

辺
氏
は
「
安
倍
内
閣
は
河
野
談

話
が
出
る
ま
で
の
経
緯
を
検
証

し
、
（
韓
国
と
の
）
談
合
に
よ

り
談
話
が
出
た
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
」
と
一
定
の
評

価
を
与
え
た
。

一
方
で
、
「

一
首
相
、
一
内

閣
が
自
国
の
歴
史
を
解
釈
し
て

内
外
に
発
表
す
る
の
は
、
自
国

の
歴
史
に
対
し
て
誠
実
な
向
か

く第三種郵便物認可＞

い
方
な
の
か
疑
問
。
戦
後
日

年
、

ω年
の
と
き
に
出
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
初
年
談
話
を
出

す
必
要
が
あ
っ
た
の
か
」
と
の

見
方
も
示
し
た
。

ま
た
、
来
場
者
か
ら

「
慰
安

婦
問
題
な
ど
に
つ
い
て
マ
ス
コ

ミ
は
情
報
を
得
て
い
て
も
報
道

せ
ず
、
事
実
を
隠
蔽
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

質
問
に
渡
辺
氏
は
、
戦
中
の
韓

国
の
新
聞
に
慰
安
婦
を
募
集
す

る
業
者
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
後
も
、

報
道
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
を
挙

げ
た
。

さ
ら
に
「
報
道
し
な
い
こ
と

で
真
実
を
隠
し
て
し
ま
う
可
能

性
は
あ
る
が
、
新
聞
が
悪
い
と

溜
飲
を
下
げ
る
の
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
新
聞
が
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
問
題

に
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
。
国
民

に
と
っ
て
内
な
る
敵
に
な
る
と

し
、
「
そ
う
い
う
も
の
を
洗
い

出
し
て
、
少
し
ず
つ
で
も
日
本

人
の
意
識
を
変
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。

r
i
 

「内なる敵を洗い出
し、少しでも日本人の
意識を変えるべきだ」
と語る渡辺利夫氏
＝仙台市の仙台勝山館

圃園田－

日
本
人
の
意
識
変
え
て

歴
史
認
識
問
題
を
め
ぐ
っ
て
中
国

と
韓
国
か
ら
日
本
に
厳
し
い
批
判
の

矢
が
飛
ん
で
い
る
。
中
韓
の
日
本
に

一対
す
る
心
理
戦
、
情
報
戦
だ
。
こ
の

i
一
「
歴
史
戦
」

で
は
日
本
は
敗
色
が
濃

健
一
ぃ
。
中
韓
の
批
判
に
対
し
て
日
本
は

一
正
当
に
反
論
で
き
な
い
。

：
一

駐
タ
イ
大
使
な
ど
を
歴
任
し
た
故

訪
一
岡
崎
久
彦
氏
は
「
歴
史
認
識
問
題
に

一つ
い
て
、
戦
後
三
十
数
年
間
誰
も
論

一
じ
な
か
っ
た
が
、

1
9
8
0年
代
に

瓶
一入
？
で
突
然
吹
き
出
し
た
」
「
発
端

J

一
は
す
べ
て
日
本
人
の
手
に
よ
る
も
の

一だ
」
と
論
文
で
指
摘
し
た
。

量
一

歴
史
認
識
問
題
で
中
韓
の
批
判
に

3
－合
理
的
に
反
論
を
し
な
い
日
本
を
み

て
、
「
非
は
日
本
に
あ
り
」
と
欧
米
寸
」
た
と
す
る
報
道
だ
っ
た
。
誤
報
だ
っ
の
の
、
「
日
本
は
野
蛮
で
卑
劣
な
国
の
学
者
が
昨
年
8
月
に
外
国
人
特
派

の
メ
デ
ィ
ア
は
み
て
い
る
。
欧
米
の
一
一
た
が
、

中
国
に
ご
注
進
す
る
ジ
ャ
ー
だ
」

と
い
う
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
員
協
会
で
声
明
文
を
発
表
し
、
「
戦

ク
オ
リ
テ
ィ
l
ペ
ー
パ
ー
に
は
「
リ
一
一
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
中
国
の
反
日
感
国
際
社
会
に
広
が
っ
た
。
日
本
人
が
時
の
性
暴
力
で
も
特
筆
す
べ
き
」
と

ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（
歴
史
修
正
主
一

一
情
が
高
ま
っ
た
。

日
本
人
の
敵
を
作
り
出
し
て
い
る
構
い
う
主
張
は
、
検
証
や
研
究
の
成
果

義
）
の
日
本
」

と
い
っ
た
表
現
が
使
一
一
日
本
の
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
で
図
で
、
自
縄
自
縛
に
陥
っ
て
い
る
。

を
無
視
し
た
極
め
て
不
適
切
な
も
の

わ
れ
て
い
る
。
欧
米
で
は
、
リ
ビ
ジ
一
一
は
、

1
9
8
5
（
昭
和
印
）
年
に
朝
昨
年
5
月
に
は
欧
米
の
日
本
研
究
だ
と
反
論
し
た
。

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
ナ
チ
ス
の
ホ
ロ
コ
一
己
目

一

：

：

v

‘

l
p

－

ス

ト

（

ユ

ダ

ヤ

人

大

量

虐

殺

）

を

一

劃

一

歴

史

問

題

自

縄

自

縛

に

陥

っ

て

い

る

否
定
す
る
人
々
に
対
す
る
よ
う
な
、
一演

一

！
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「
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
一
嘩
同
一
日
新
聞
と
旧
社
会
党
が
「
軍
国
主
義
者
ら
が
声
明
を
発
表
し
、
慰
安
婦
の
今
年
は
中
国
が
南
京
事
件
を
大
き

た
感
覚
が
合
ま
れ
る
。

一．
－－｜

一
へ
の
回
帰
」
と
日
本
を
意
図
的
に
お
規
模
や
軍
の
組
織
的
管
理
、
植
民
地
な
攻
撃
材
料
に
し
て
く
る
こ
と
が
予

日
本
の
歴
史
認
識
問
題
の
発
端
と
一
一
と
し
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
。
・
占
領
地
で
の
女
性
の
搾
取
と
い
っ
想
さ
れ
る
。
日
本
は
中
韓
の
情
報
戦

な
っ
た
の
は
、

1
9
8
2
（
昭
和
一
一
そ
れ
が
中
韓
に
飛
び
火
し
、
大
き
な
た
点
か
ら
み
て
、
別
世
紀
の
戦
時
の
と
心
理
戦
に
対
し
て
、
お
金
を
か
け

日
）
年
に
当
時
の
文
部
省
の
教
糾
書
一
一
反
日
運
動
が
起
き
た
。

性
暴
力
で
も
特
筆
す
べ
き
も
の
だ
と
て
反
論
し
な
い
と
勝
て
な
い
。
そ
う

検
定
で
歴
史
教
糾
書
の
「
侵
略
」
の
一
一
慰
安
婦
問
題
で
は
、

2
年
前
の
8

主
張
し
た
。

し
な
い
と
、
次
の
世
代
に
大
き
な
つ

記
述
を

「進
出
」
に
書
き
換
え
さ
せ
「

L
月
に
朝
日
新
聞
が
誤
報
を
認
め
た
も
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
け
を
回
す
こ
と
に
な
る
。


